
 1 

2021 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
 

2020 年度後期授業アンケート分析報告書 
 
1．全体の結果について 
2020 年度後期授業評価アンケートは次のような要領で実施された。 
・ 対⾯授業：2020 年 12 ⽉ 10 ⽇（⽊）〜12 ⽉ 16 ⽇（⽔）に i-Compass で実施 
・ オンデマンド授業：2020 年 12 ⽉ 10 ⽇（⽊）〜12 ⽉ 23 ⽇（⽔）に Teams で実施 
・ 後期・通年（集中講義を含む）すべての開講科⽬ 
 
全体の結果は【別紙】を参照のこと。 
 
２．授業満⾜度との相関性について 
 

授業満⾜度と⾼い相関をもつ要素について、（1）ではゼミナール・卒業論⽂を除く科
⽬について、（2）ではすべての科⽬について、相関⾏列を⽤いて確認した。 
 
 (1) ゼミナール・卒業論文を除く科目 

 
授業満⾜度と相関の⾼い要素は、「資料のわかりやすさ」、「興味関⼼」、「指⽰の適

切さ」、「双⽅向性」であった。（表1参照） 
 
【表1】 
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 (2) すべての科目 

授業満⾜度と相関の⾼い要素は「興味関⼼」、「指⽰の適切さ」、「資料のわかりやすさ」、
「双⽅向性」であった。 
 
【表 2】 

 
 

「興味関⼼」の相関が⾼いという、上記 2 つの相関⾏列の傾向は、これまでの授業評価ア
ンケートと⼤きく変わらない。⼀⽅、今年度より加わった「指⽰の適切さ」、「双⽅向性」、
「資料のわかりやすさ」は⾼い相関を⽰しており、授業満⾜度に影響を与えている。なお、
ゼミナール・卒業論⽂を除く科⽬においては、「資料のわかりやすさ」がより⾼い相関を⽰
した。 
 
3．双⽅向性×授業満⾜度について 

千葉経済⼤学では、授業評価アンケートの結果にもとづいて顕彰者を選定している。2020 
年度（後期）は、「双⽅向性（教員・学⽣間のやりとり）の評価が⾼く、かつ授業の満⾜度
が⾼い授業」について、担当教員を顕彰している。 
評価項⽬として、「双⽅向性×授業満⾜度」を次のように定義している。 
 

双⽅向性 ×授業満⾜度 = #（「双⽅向性」の値） ×（「授業満⾜度」の値） 
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【表 3】 

 
 

「双⽅向性×授業満⾜度」について、他の要素との相関⾏列をとったものが表 3 である。
この表によれば、「双⽅向性×授業満⾜度」は、「興味関⼼」、「指⽰の適切さ」、「資料のわか
りやすさ」と相関が⾼いことが⾒てとれる。 

なお、学⽣の学習時間に関連する項⽬である、「（授業 1 回あたりの）予習・復習時間」に
ついては、「双⽅向性×授業満⾜度」と弱い相関が⾒られる⼀⽅、「（授業 1 回あたりの）課
題作業時間」は微弱ながら負の相関が⾒られる点に注意が必要である。 
 
 

以上 


